
主目的 4 21 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　　小牧のシンボル小牧山にある歴史館を多くの方に利用してもらうことで、歴史遺産の再

確認、小牧のPRにつなげる。

内容

（手段）

○24年度実施内容

・歴史館管理運営

　管理、運営は指定管理者である小牧市施設活用協会へ委託。

　館内ガイドの配置、夜間開館の実施等利用者の利便性向上に努めた。また、さくらまつ

り、お月見まつり、市民まつりなど他の課が行う事業にも協力し、開館時間の延長・無料入

館等、利用拡大を図った。また、小牧山城築城450年記念企画展として、平成25年１月18日

～2月20日にかけて、「墨書石垣石材と佐久間氏」を開催し、期間中に３，９８７人の入館者

があった。

・歴史館耐震改修計画策定委託プロポーザル

　歴史館の耐震改修計画策定委託業者を選定するプロポーザルを実施し、最優秀者１社を

選定した。

　職員は管理者との調整、入館料の減免、企画展示、開館時間の延長等の諸手続きや、広

報活動を行った。
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報活動を行った。

○24年度直接経費の内訳

・歴史館管理運営委託料（21,845千円）

・歴史館耐震改修計画策定委託プロポーザル審査委員会委員謝礼（75千円）

・その他、役務費、負担金等（125千円）

○25年度直接経費の内訳

・耐震改修計画策定委託料（3,400千円）

・小牧城下町パネル作成委託料（1,600千円）

・歴史館管理運営委託料（22,889千円）

・その他、旅費、需用費等（966千円）
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者
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H25

事業の

達成状況

企画展の実施や、夜間開館、他行事、歴史ガイド団体との連携により、多くの方に入

館していだだき、小牧の歴史を紹介することができた。

小牧山城築城450年にあわせ、平成25年１月から、歴史館の休館日を週１日から月１

日へ変更し、利用者の利便性向上につながった。
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事業実施におけ

る課題

小牧山の山頂という立地条件から、高齢者や体力面に不安を抱える方からは距離感

のある施設となっている。
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方向性の判定

方向性の判定
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次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。引き続き指定管理者のモニタリングに努め、利用者アン

ケート結果を活かすなど利用者の満足度が高まる施設運営に努めること。

市内唯一の歴史資料館であるため、伝えていくべき小牧の歴史、文化財を学び親し

む機会を失う。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

　織田信長公による小牧山城築城450年にあわせて、通常年１回の企画展を３回に増

やして実施し、小牧山城についての魅力を広くＰＲするとともに、小牧市歴史館そのも

のについてもＰＲを図っていく。
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２６年度以降

の改善案

文化財の利活用のため、積極的に情報を発信するための中心的な役割を果たす機

能となるため、身近な場所で情報発信できる有効な活用方法を研究していく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

　市内唯一の歴史資料館を維持することで、文化財を学び親しむ機会を確保する必

要がある。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


